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銀河相互作用における分子ガスの性質の変化を調べた
⇒相互作用銀河の星形成活動の理解につながる
特に銀河間距離と質量比によってどう変わるのか
根拠のある𝛼𝐶𝑂(金属量依存性 Accurso+2017)と注意深く選び出したコントロール
サンプルによる大きなサンプル(58)での初めての研究

データ
分子雲観測(右)
星質量、星形成率はMPA-JHU
金属量もMPA-JHUのO3N2

相互作用の有無での違い
sSFRとMH2、fgasについて
は相互作用銀河でエンハン
ス
SFEは大きな変化なし

ΔMH2、Δfgas、ΔSFEはΔSFR
が上がると上昇
相関はΔMH2、Δfgasの方が
ΔSFEより強い

相互作用の性質による違い
<距離>
銀河間距離が近いとエンハ
ンスが強くなる。ΔSFEにつ
いては最も小さい距離binの
み
<質量比>
major mergerだとエンハン
スが強い。ΔSFEは等質量ペ
アのみ。

⇒分子ガスのエンハンスの
物理的起源は不明
一つの可能性としては相互
作用によってHII → HI → H2
が促進される
(Kaneko+2017,Moreno+2018)
SFEについては銀河全体でみ
るとなまされている？

SFR-MH2 relation
今回のペア銀河とhigh-z 
(U)LIRGはSFEが一桁程度違う
両者の間には近傍(U)LIRG
high-z (U)LIRGについてはgas 
reservoirのみでなく、SFEも上
昇 (今回のペア銀河はガスの
み)

今後
銀河を空間分解して、星
形成と分子ガスプロパ
ティを見たい
MaNGA銀河のALMA観測


